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 出エジプトの奥義(出エジプト12:21-28)
　イスラエルの民がエジプトの奴隷になってしまいました。これは何を意味するのかを考えないといけません。エジプトというのは、この世を象徴的に表す国でもあるし、聖書ではしばしばそのような言葉として使われています。つまり、エジプトというのは、神様を離れてしまった状態、問題を総合したようなものなのです。それがこの世というところです。人が罪を犯して神様を離れたときから、形がどうであれ根本的に根っこの方は絶望的な状況です。罪過と罪との中にあってたましいは死んだ状態であり、生まれながら神の御怒りを受けるしかないという状態を根っこの方に抱えているわけです。それがどのように現れるかと言うと、人間、自分が神なのだ、神様などいらない、人間で十分だという思想、動きに現れるようになります。それをヒューマニズムと言います。だからこそ人間が中心なので、肉体的に豊かになること、そこを幸せの基本にして追求するようになります。それでいつのまにか物質万能主義のような主義に走るようになります。なぜそうなるのかと言いますと、神様を失ってしまって、たましいが死んだ状態になりますと、その方向に流れるしかないわけです。そして、成功こそがすべてなのだということで、成功至上主義にならざるを得ません。これのどこが悪いのかを分かっていません。根本の方から人間、自分が神なのだという本性から生まれたものなので、とても自然で当たり前なものになってしまいます。そして、このようなヒューマニズムや物質万能主義、成功至上主義などをしっかりと全うするための道具、手段として、結局は偶像を拝むようになります。偶像崇拝をするようになるわけです。それがこの世の実態であり、神様を離れて以来、流れてきて、それがまとまった形がそういうものなのです。いろいろな口実、大義名分をそこにつけるでしょうけれども、結局は自分が神なのだということを実現するための道具というものが偶像なのです。しかし、そのようには言いません。それを伝統だ、あるいは文化だと包装して、皆が積極的にそれに参加できるようにします。ときには、これこそが私たちの民族の魂なのだ、私たちの民族のアイデンティティというものはここにあるというように、伝統と文化というもので包装して偶像崇拝を正当化していくわけです。そして、それが長く続くようにするためには、組織化していかないといけません。だから、自治会やすべての面において、それが組織になるようにしていくわけです。その結果、それが根を下ろして、どうにも動かない定着するようになります。これがエジプトです。アダムのときからいままで神を離れてしまった世界がずっと流れてきて、どこにたどり着いたのかというとエジプトなのです。そして、その定着化はそこで終わらずに、世界化にしていくものなのです。しかし、もっとやっかいなのは、そのようにしているうちにエジプトは、世界最大の国、強国になりました。あらゆる面で栄えるようになったので、いままでやってきたすべてのことに対して正当化して、また、それが必ず必要なものだと必然化していくようになるわけです。
ここまでがアダムのときからずっと流れてきて、積み重なっていて、固まって、それで形になったエジプトというものなのです。世の中はエジプトが象徴的に表しているように、時代がどう変わろうが、国がどう違っていても、結局はエジプトを目指して皆が走っているところになるしかないというメッセージなのです。どれほど強国で、この偶像崇拝によって自分が神なのだという主義、力を発揮するようになるのかと言いますと、神の民と言われる教会でさえ、そのエジプトの奴隷になるしかないほど力を発揮するものなのです。そして、イスラエルの民がエジプトの奴隷になってしまったように、教会はそのエジプトの中に同化していきます。一緒になっていきます。名前が教会であるだけであって、中身は全く同じものです。だから、律法主義に走ったり、神秘主義になってしまったり、特に御利益主義が教会の色になってしまうわけです。もはやそれはエジプトの奴隷になっている状態です。これが実は世の中であり、現場というところなのです。そして、よく考えてみると、いま私たちが暮らしている日本という国とあまり変わらないのではないかと思うわけです。だから、日本の現場を見ながら、いろいろなことがそこで考えられるでしょうけれども、エジプトを想像してみていただきたいと願います。
教会でさえ奴隷にしてしまう勢いをもっているところがエジプトというこの世というところです。このような現場で神様はあきらめずに、神様ご自身の仕事をしっかりとこなしていかられる方です。それが出エジプトのお話です。そして、神様が神様ご自分の仕事、契約を全うされる、仕事を成し遂げられるために、そのような状況の中でそのエジプトから信者を召されるわけです。信者を召されましたというメッセージが出エジプトの奥義なのです。出エジプトというのは、皆さんよくご存知の歴史だと思います。その出エジプトの奥義が何なのかというと、エジプトの中からエジプトのようなこの世を生かそうとしていらっしゃる神様の仕事のために、そこから神様は主人公として信者を召される、そういう意味なのです。改めてこの出エジプト記を通して、現場灯台として私たちが召されていることを確認していただきたいと思うし、皆さんの人生、残りの生涯を吟味していただきたいと願います。
だから、このような現場を生かすために、まず何が優先で、何がスタートなのかと言いますと、出エジプトを通して、まず信者、自分自身を生かすところから神の働き始まるということです。つまり、まずは信者ひとりひとりがエジプトから抜け出していかないといけません。私たちも知らないうちに、このいままで申し上げましたエジプトの世という流れに私たちも染まっていたものです。そして、信者でありながらもずっと染まっているままの状態かもしれません。そこから抜け出さないといけません。私たちはもはやエジプトではありません。エジプトにいてはいけません。そこから解放されたものなのです。私たちは変えられたものなのです。私たちは違うのだよと、それが抜け出すことなのです。そこから神様のわざは始まります。つまり、信者である私たちが出エジプトというのは、私たちは昔、以前はエジプト、この世の中に溺れていたものなのですが、キリスト・イエスの十字架によってそこから抜け出して、新しく生まれたものなのだという確信を持たないといけません。以前の自分ではなくて、新しく生まれたのです。ですから、いまは世の中の幸せ、エジプトが目指して、また自慢している幸せ、私たちが以前、溺れていた幸せの感覚ではない、違う幸せを私たちは持っているし、まことの幸せがなんなのかが分かっています。だから、私たちは本当に幸せなものなのだという確信を持たないといけません。これが出エジプトです。物があるかないかによって、幸せを天秤にかけていたそれを全部投げ捨てて私たちは違うのです。でも、ほとんどの信者の方々がそうではないので、いまだにエジプトの奴隷なのです。そこでは現場灯台としての神の光のわざが始まらないわけです。だから、神様はまず出エジプトさせました。皆さんにぜひこの出エジプトの神の祝福が、実際的なもの、具体的になることを祈りたいと思います。だから、皆が求めている幸せは幸せではないし、私たちはキリストにあってもう幸せなので、出エジプトというのは、私たちは生きる理由が違うということです。皆が何を食べるか飲むかのために生きているのでしょうけれども、私たちはキリストにあって生きる理由が違います。神の国のために生きるものです。その確信を持たないといけません。いまどんな状況であろうが、皆さんの現在の現実が険しいときであっても、私たちの生きる理由は、金持ちになるためでも、平和な家庭のためでも、子どもをしっかり育てるためでもなく、私たちの生きる理由は神の国です。そうでない限り、教会に通っていても奴隷のままなのです。抜け出さないといけません。イエス・キリストが血を流されて、その血を塗られることによって、私たちは完璧に変えられるようになりました。ですから、いままで生きてきたように競争しながら頑張ることではなくて、生きる方法も私たちは違います。聖霊の導きによって、神の力によって生きるものなのです。その確信を持たないといけません。別に上から目線ではありませんが、世の中を見ながら肉体的な立場が上下いろいろあるでしょうけれども、全くそれと関係なく、この世を見ながら、エジプトを見ながら、そこから抜け出した者として、私は違うと確信してください。同じ学校に通っていて、同じ受験のために頑張っているでしょうけれども、私はあなたとは違う。会社で同じ仕事をしていても、心から確信を持たないといけません。私は生きる理由が、この会社で頑張っている理由が、お前とは違う。出エジプト、信者、自分自身を生かすところなのですが、それはまずエジプトから抜け出すことなのです。

そして、エジプトから抜け出すというのは、私たちは神様の恵みに預かることなのです。神様の恵みに預かることによって信者、自分自身を生かすようになります。３日の道のりを経て、私たちは神様に犠牲のいけにえを捧げますとパロ王に言いましたが、神様の恵みに預かるものなのです。それが出エジプトの奥義です。世の中が全く理解できない、そして、イエス様がおっしゃっているように、この世が与えるものとは違う神からの平安をいただいて、それを味わうようになること、そのときに私たちは自分自身を生かすようになります。それが出エジプトなのです。そして、その平安をベースにして、神から与えられる力というものがあるので、刑務所の中にいても、奴隷になったとしても、濡れ衣を着せられていじめられたときでも、それに十分に打ち勝てる神から与えられる力というものがあるわけです。その神から与えられる力をいただく、これが出エジプトなのです。そうすると、私たちの能力や立場や肩書や様々なことをはるかに超えて、神様のわざが現れるようになります。その神のわざに従って歩いていくということがクリスチャンの人生です。そうなることを出エジプトと言います。神様はそのためにエジプトの奴隷になっていたイスラエルの民を出エジプトさせました。私たちがまずエジプトの亡霊から抜け出して、そのエジプトの泥沼から抜け出して、神様の恵みに預かるようになれば、私たちはなっていく祝福の主人公になります。これが出エジプトです。奴隷のまま世の中と一緒になって成功を目指してアップアップしている限りは、なっていくという祝福は全く経験することができません。しかし、出エジプトすれば、世の中の人は理解できないなっていく祝福、エジプトから抜け出して神の恵みに預かることだけだったのに、不思議なことに暗やみの力が打ち砕かれてやみの勢力がひざまずくような祝福を見るようになります。神のみことばが聖書に書いてあるもの、あるいは聞くだけのものではなくて、それが実際に成就する祝福を体験するようになるし、その結果、伝道の門が開かれることを経験するようになります。伝道の門が開かれることは、一人に伝道したという話ではありません。伝道の門が開かれたというのは、その人、信者が出エジプトの祝福を味わい、なっていく祝福の主人公になっているという裏返しなのです。必ずそうなります。これが自分自身を生かす、信者がまず自分を生かすということなのです。神様はここから始められました。どんなにひどい状況でも、どんなに不可能な状況でも、神様は神様の仕事を休まずに、また諦めずに成し遂げられる方なのです。どこから始められるかと言いますと、出エジプトさせることによってです。ぜひ、この出エジプトの奥義、それが皆さんに用意されている祝福だと信じて、この出エジプトの祝福を存分に味わっていただきたいと願います。

そして、この出エジプトがどのように可能になるのかということが、また出エジプトのテーマです。モーセがパロ王のところに行って、「私たちの民を解放させなさい。神様にきちんと礼拝を捧げないといけないので」と言った時、パロ王が「そうか。わかった。いままでお疲れ様」と言ったわけではありません。パロ王はさらに心が頑なになって、さらにイスラエルの民を迫害して、さらに苦しめる場面がずっと続いて、神様の指示によって、モーセがそのたびにパロ王に出向いて奇跡を見せると、パロ王もまた奇跡をもって対抗したりする、それが10回もずっと繰り返されるようになります。そのうちイスラエルの民は、その状況が苦しくなる一方でした。イスラエルの民は「もうおしまいだ。モーセさん、もういいよ。これ以上構わないで。やればやるほどさらにひどくなるだけなので止めなさい」と叫ぶほどの状況まで追い込まれるようになりました。神様はなぜそのようなパフォーマンスをされたのでしょうか。最後の最後に、今日読んでいただきました聖書にあるように、羊を殺して、羊の血を門柱に塗り、最後の最後のさばき、死の天使が訪れて長子になるものは家畜でさえ、エジプトのすべての長男、長子なるものを殺すことになってしまいました。そのときに羊の血を門柱に塗った家は過ぎ越して助かりました。その後、不可能に思われて「もうやめなさい」と懇願していた出エジプトの奇跡が起こるようになるわけです。どんな奇跡を見せてもだめだったのですが、最後に羊の血を塗ったときに解放されるようになりました。神様は、このパフォーマンスを通してイスラエルの民を苦しめるためではなく、状況が苦しくなりどんどん苦しめられることを神様が知らないわけではありません。しかし、それを神様は耐えてずっと演出されました。

なぜでしょうか。出エジプトのためです。自分自身を生かす出エジプトの最高の鍵は、オンリーの信仰を回復することです。羊の血以外には道はありませんということを鮮明にイスラエルの人の胸に刻み込むためにそうしました。イスラエルの人たちが苦しめられることをご存知の上で、人間的な表現で申し上げると、神様はその胸の痛みを我慢しながら耐えて、10回の災いをずっと演出されました。それほどオンリーキリストなのです。キリストの十字架の血潮の他には道はありません。希望はありません。この信仰を回復するときに出エジプトの祝福に預かるようになります。つまり、いままで染まっていたエジプトの世の流れ、世の風習、お金さえあれば、成功さえあれば、人間が頑張れば、人間中心で神様はいらない、それを定着させるために作り出した偶像崇拝の文化や伝統などから抜け出すことになるわけです。人間中心主義、これこそが罪の一番恐ろしいものなのです。そこから抜け出す鍵は、オンリーキリストの信仰を回復することです。
なぜオンリーなのでしょうか。オンリーの信仰を回復するためには、どこに気づかないといけないのでしょうか。まず完全に絶望しないといけません。それがオンリーの信仰を回復するための第一歩です。だから、神様はあらゆることを通して絶望させるわけです。精神的な問題があるのは、その精神的な問題がどこから来たのか、誰が悪いのか…そのためにあるものではありません。そのような争いなどは無駄なものです。サタンが喜ぶだけです。それを通して他の人にはないひどい症状を通して、神様はその人を愛していらっしゃるので、絶望しなさいというサインなのに絶望しようとはせずに誰が悪いのか、このためなのだ、あのせいなのだというところにずっと引っかかっているわけです。自分自身に完璧に絶望することです。
そして、この世に対してもすごいことがいろいろあるでしょうけれども、希望がまったくないことに絶望して、いままで頼りにしていたもの、それが人間なのか趣味なのか物なのか才能なのかよく分かりませんが、自分で頼りにしていたものに対して完全に絶望することです。それがオンリーの信仰を回復の道筋です。良いか悪いか、必要なのかどうかの次元ではありません。絶望です。だから、キリストオンリーなのです。絶望することによって完全に放棄して諦めることです。いままでは何かのことであがきをして頑張りました。別に頑張ることを悪いと言うつもりはありません。でも、解決のために、よりよくなるために、よりよい人間になるために、より良い家庭にするためにあがきをして、暴れて頑張っていたそれをすべて諦めることなのです。それでは無理なのです。人間の罪はそんなにたやすいもの、簡単なものではありません。いままでの経験により得たいろいろなものがあるかもしれません。ある意味では役に立つところがあるでしょうけれども、経験でさえすべて諦めて、その経験の中には辛い経験もあるので、それが心の傷にもなるでしょう。その心の傷も無駄なものなので、全部諦めることです。お父さんが悪かった。私が悪かった。それらさえ全部諦めることです。傷にしようとしているすべてを諦めて、それを裏返しますと、言い訳、誰かのせい、何かのせいにすること、それも全部諦めることです。誰かのせいでしょうか。ならば裏返しますと、それがなかったらうまくいったということでしょう。それはオンリーの信仰には繋がりません。人生はそんなものではありません。特に、是々非々、誰かが悪かった、良かった、正しかった、正しくなかったなど、全部諦めることです。キリストオンリー。
なぜでしょうか。人が悪魔に誘われて神様に罪を犯して神様を離れたということが、なにをもっても解決不可能な地獄の問題なのです。それが私の問題だったのです。すべての人が罪を犯したので。ついつい人間は癖があってよく忘れますが、ひどい人間を見て、また、教会に来てもなかなか変わらない霊的な問題に悩まされて、あまりにも変わらない人を見てがっかりして悲しくなりそうなときもありますが、自分のことを振り返ってみると、よりひどかったのに神様が神の愛と主権によって私をここまでこのようにされたのに全部忘れてしまうのです。だから、どんな人がいても、なかなか変わらない信者がいても、私たちは愛をもって祈るべきなのです。すべてを諦めます。皆さん、良い旦那さんになろう、良い奥さんになろうとすること、諦めてください。また、なってもらいたい、というのも全部諦めてください。キリストオンリー、そこから新しく始まります。キリストオンリーというものは、完全絶望と完全諦めと同時に、キリストの中に他に入らないほど完全な祝福がそこにあります。ですから、キリストオンリーなのです。完全なる祝福が分かっていないと、またキリストオンリーにならずに、またあちこちに首を突っ込むようになります。これも気になって、あれも気になって、集中できません。イエス・キリストによって私たちは罪と死の原理から完全に解放されて、すべての問題が未来の問題まで、永遠の地獄の問題まですべて終わりました。何も心配しないでください。それどころか主がともにおられ、しかも離れることなく永遠に神様がともにおられる、永遠のいのちの祝福なので完全なのです。その中にあって天にある霊的なすべての祝福をいただきました。90％ではなくてすべてをキリスト・イエスにあって全部その祝福をいただいているものなのです。だから、よそ見などいりません。脇見運転などは危ないのです。そういう意味でキリストオンリーです。この内容をしっかり握ってキリストオンリーの信仰を回復するようにしましょう。そうでないと教会に通っていながら、ときにはタラッパンの訓練を受けながら、メッセージを聞きながらでも、エジプトの奴隷の状態からなかなか抜けられないのです。先週も申し上げましたように、不安、思い煩い、比較、競争などにずっと引きずられるようになるしかないのです。現場灯台として召されて、エジプトを生かすために神様が特別に召された主人公なのに、その真価を発揮するのは出エジプトのときからなのです。ぜひ出エジプトによってその主人公としての具体的な祝福を皆さんのものとして味わっていただきたいと願います。

現場灯台としていちばん大切なのは、そして、いつも点検しないといけないのは、キリストオンリーの信仰です。サタンが一番恐れることです。結局、いろいろな意見があるでしょうけれども、精神的な問題はキリストオンリーにならないようにサタンがあらゆるものをもって邪魔するというものなのです。キリストオンリーになるようにしましょう。誰が悪いのでしょうか。キリストオンリーです。今現在、信者の中で苦難を味わい、試練に会って、ときには何かの失敗を経験する方もいらっしゃるかもしれません。それは単なる苦難や失敗ではありません。皆さんが現場灯台として召された祝福の存在なので、神様がオンリーの信仰を回復するために配慮していらっしゃることなのです。この契約を握って、オンリーの信仰に集中していただきたいと思います。でも、あれもこれもやるべきで、これも気になります。そうでしょうけれども、オンリーにならずに気になることに走りかけると、その気になることが10個、20個と増えてしまうのです。ですから、アホみたいに全部置いておいて、第一にオンリーの信仰の回復のために集中してください。騙されるつもりでやってみてください。オレオレ詐欺などに騙されずに、牧師の言うことに騙されてください。気になるものを気にせずに、皆さんには何が大切なテーマなのでしょうか。それも気にせずにオンリーの信仰を吟味しながら、そこを回復していただきたいと願います。それが神様のやり方です。まずは出エジプトのために、オンリーを回復するために、10の災いのパフォーマンスをされる方なので、皆さんにもしかして試練があった場合には、神様が放っておかないで私のことを気にかけていらっしゃるのだな、ありがたいなと思っていてください。それで現場灯台の祝福を本当に皆さんひとりひとりが体験する年になることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。エジプトの奴隷になっていた神の民を、神様がキリストオンリーの信仰をもって出エジプトさせましたことを今日教えられました。ここにエジプトという現場を生かす祝福の始まりがあることをしっかり心に留めて、今日から現場灯台を意識して、一番大切な鍵となるキリストオンリーの信仰をひとりひとりが回復できるようにしてください。それで出エジプトをまず経験できるようにひとりひとりを祝福してください。自分も知らずに取り囲んでいた暗やみの悪魔の力が砕かれる、屈服する祝福を体験しおあかしできるように、どうか導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
す1

